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　決して一人ではない。その思いに支えられて、成羽での生活も一年が経過しました。

　私は自治医科大学を卒業し、岡山済生会病院で初期研修後、昨年成羽病院に赴任しまし
た。満開の桜に迎えられての初めての成羽の地。一人の内科医としてしっかりやらねば、
という焦りばかりが先を行き、できない自分に不甲斐ない思いは深まりました。一人で解
決しなければと抱え込むこともありました。しかし、そんな私に周りの先生方、スタッフ
の方々はいつも助けの手を差し伸べてくださいました。あるときは責任をもって任せてい
ただき、必要なときには周りの協力が得られる環境を与えていただきました。また、地域
の方々が、新米医師の私をあたたかく迎えてくださる中で、医師として成長させていただ
いた一年でした。
　成羽で迎える二年目の春。新緑薫る弥高山の自然のなかで、成羽病院スタッフ全体の研
修会が先日行われました。様々な部署のスタッフが集まり、小グループに分かれてのディ
スカッションです。私たちのグループは“地域の方が来院しやすい病院にするために”と
いうテーマで話し合いました。開始とともに活発な意見が飛び交い、ときには笑いも交え
つつ、改善にむけて建設的な意見が組み立てられる中で、スタッフが自分の部署だけでな
く、他部署はもちろん病院全体、さらには地域への影響について問題点をみつめている姿
に刺激を受けました。病院スタッフの一員として、そして地域で生活する一人として、よ
りよい医療が提供できるように、という思いの強さはとても心地よいものに感じられまし
た。

　地元愛。

　研修会に参加して、私も成羽病院を“この地域の大切な病院”と強く意識しました。地
域をよりよくするために病院ができること、を常に考えるスタッフの姿勢に、この地で働
くやりがいを改めて感じました。地域密着型病院の医療スタッフとしてともに歩むため、
あらためてスタッフ一人ひとりとお話する時間をつくり、地域への思いや、働くなかで大
切にしている思いを理解し、より安心して暮らせる地域へ、人の笑顔へとつなげていきた
いと感じています。
　この地に育ててもらっていることへの感謝を行動に移したい。新米医師の二年目はこん
な風にスタートしています。（写真の前列左から３番目が筆者）
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　二年目の春に思うこと 　
高梁市国民健康保険成羽病院附属吹屋診療所　内科　松　田　祐　依
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岡山県国民健康保険団体連合会からのお知らせ

「国保共同電算システム不具合に起因する過誤補正に関する
お詫びとお願いについて」

　本会の業務運営につきましては、平素から格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げま

す。

　さて、標記システムの不具合に起因する、被保険者の異動に伴う給付額の誤りが判

明した診療報酬明細書（下記の期間）につきましては、先生各位にご迷惑をおかけし

ますことを、心からお詫び申し上げます。

　なお、国保中央会は保険者間調整を推進していますが、岡山県国民健康保険団体連

合会におきましては、岡山県と岡山県医師会との了承のもと過誤補正での対応とさせ

ていただきますので、保険者からの過誤補正依頼におきましては、ご理解のうえご了

承賜りますよう、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

記

○過誤補正対象となる診療報酬明細書の内容

　• 国保共同電算システム不具合により、給付額の誤りが判明した平成23年10月審査

分から平成25年６月審査分の診療報酬明細書

　※ただし、過誤補正処理後に、再請求先の保険者が判明している診療報酬明細書
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